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（９）畦畔

① 維持管理労力を軽減するため、草刈機のアタッチメントを装着したトラクタ

ーが走行できる「幅広畦畔」とすることが有効である。その場合、つぶれ地が

大きくなる、将来的に畦畔除去といった簡易な整備手法による区画拡大が難し

くなるといった課題が生じることから、導入に当たっては農家等の意向を十分

踏まえて計画する必要がある。

［資料６（９）－１ 幅広畦畔の事例］ 

② 幅広畦畔の導入が困難な場合は、畦畔を走行し、無線により遠隔操作が可能

な草刈機が市販化されていることから、導入機械の能力に応じた畦畔構造を検

討することが望ましい。

［資料６（９）－２ 無線遠隔操作の畦畔草刈機の事例］ 

③ そのほかに、コンクリート畦畔の整備により、草刈り作業を軽減する手法も

考えられる。農業機械とコンクリート畦畔の接触による農業機械等の破損を防

ぐため、コンクリート畦畔脇に土寄せをする事例が見受けられるが、その場合、

土寄せした部分の除草を行う際に機械作業が困難となるので、留意が必要であ

る。

 なお、コンクリート畦畔の場合、畦塗りが不要となるなど、畦畔位置が変動

しづらいことから、土盛りの畦畔と比べて、自動走行作業において優位となる

可能性があるが、将来、畦畔除去による区画拡大に支障をきたすおそれや経済

性を踏まえて導入の可否を検討する必要がある。

［資料６（９）－３ コンクリート畦畔を整備した事例（和歌山県）］ 

［資料６（９）－４ コンクリート畦畔脇の雑草繁茂状況］ 

④ 傾斜地等の地形条件に制約がある場合、人力による草刈り作業に代えて可能な

限り機械除草を導入することを見据え、機械除草に適した断面を検討する。この場合、

機械の進入が可能な幅広畦畔の整備を検討することも有効である。 

また、機械作業の導入が困難な場合については、防草シート、手押し式の動力草

刈機等の導入についても併せて検討し、農地整備を計画することが望ましい。（第７章 

傾斜地の畦畔法面等で詳述）

［資料６（９）－５ 傾斜地における幅広畦畔の事例（国営旭東東神楽地区（北海道））］ 
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◯資料６（９）－１ 幅広畦畔の事例 
  

① 国営妹背牛地区（北海道） 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 宮城県岩沼地区 
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◯資料６（９）－２ 無線遠隔操作の畦畔草刈機の事例 
  

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：高機動畦畔草刈り機（株式会社ササキコーポレーション） 

 

◯資料６（９）－３ コンクリート畦畔を整備した事例（和歌山県） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯資料６（９）－４ コンクリート畦畔脇の雑草繁茂状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンクリート畦畔と農業機械の緩衝

帯として、生産現場ではコンクリー

ト畦畔脇に、土寄せする事例がしば

しば見られる。  

その場合、雑草が繁茂するが、機械

除草が困難となることを留意する必

要がある。  
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◯資料６（９）－５ 傾斜地における幅広畦畔の事例（国営旭東東神楽地区（北海道）） 

 

  法面法尻部において、幅広畦畔及び排水処理工を整備することにより、機械除

草が容易となっている。  
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